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■映画「子どもたちをよろしく」松江上映会 

島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業 

【日 時】２０２１年２月１３日（土） 

     ①11：00∼12：45 ②14：00∼15：45 

【会 場】松江市⺠活動センター（ｽﾃｨｯｸﾋﾞﾙ）５Ｆ交流ホール 

【参加費】５００円 介護者、２０歳未満無料 

【主 催】和輪羽の会 

【問合先】090-3372-5685 阪本 

【後 援】松江市、フォーラム平和・人権・環境 しまね、在日本朝鮮人総聯

合会島根県本部、部落解放同盟島根県連合会、朝日新聞松江総局、山陰中央新

報社、島根日日新聞社、中国新聞松江支社、毎日新聞松江支局、読売新聞松江

支局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【上映趣旨】 

わたしたち「和輪羽の会」（わわわのかい）は、医療と教育環境を通して学校・

地域・子どもたちの和（理解）と輪（つながり）と羽（羽ばたく未来）を考え

る会です。 

 今回の映画は貧困、いじめ、虐待、自殺など、子どもたちを取り巻く過酷な

環境に焦点を当てた人間ドラマです。今、子どもたちに何が起こっているのか、

子どもたちを支えるはずの大人は何をしているのか？  

 表だっては見えにくい子どもをめぐる家庭の問題、そうした問題を生む社会

の歪んだ実情、そして何よりも頼るべき人もなく孤立する子どもたちの心の叫

びを知ることから始めたい。 

 この映画の企画は元文部科学省の寺脇研と元文部科学省事務次官の前川喜

平が務め、子どもたちを取り巻く社会の闇を繊細かつ鋭く描き出しています。 

そして、「子供の世界は大人の世界を写す鏡」とよく言われるが、辛すぎる現

実を直視し、行政による

制度的な支援の充実はも

ちろんのこと、子供の人

権を尊重できるような、

地域・町内で支える人間

関係の修復を話し合える

場をふやしたいと思いま

す。 



参加者の感想 

■私も家庭崩壊 孤独です。人生経験の中で、自死、ホームレスはなんとか避

けられました。貧困と孤独でも強く生きております（経験で乗り越えてきた） 

自慢できる人生ではありませんが。（松江市） 

 

■1 人 1 人の人間の喪失が、家庭崩壊へとつながり、イジメに発展し、人の命

が失われて悲しいです。 

1 人 1 人が人として道を確立したいと思います。（出雲市） 

 

■子どもの貧困が多くなって久しいがその原因の大人の貧困はニュースをな

らない。社会の問題とさせないように我々も考えさせられたら。皆んなが気づ

けるように見えるようにしていきたい。（松江市） 

 

■とても苦しい映画でした。 

自分から行動を起こさなければ何も変わらないと思いました。（米子市） 

 

■一見華やかに見える私たちの今の活動も影で苦しんでいる方たちがいらっ

しゃるのですね。（米子市） 

 

■子どもたちをよろしく！ 

大人が社会を作り出している大人の責任の重さを痛感しました 



何とかこの様な子供がいなくなるような社会に変えられる 1人になりたいと思

います。ありがとうございました。（松江市） 

 

■重い内容でした。自宅でじっくり考えてみたいと思います。（松江市） 

 

■とても辛い映画でした。観ていて胸が苦しくなりました。この子達を救うた

めに社会が、大人が、世界がどうしたらよいのか・・・ 

そう考えることよりも「自分だってこのように生き方を選んでしまうかも」と

思いながらみました。 

今日はこの映画を観る側の人間でしたが、この場をでれば私もこの主人公と同

じ側の人間です。（松江市） 

 

■どこかで変わらないといけないと思いながらも変わらない変えることがで

きない、全ての人がいつでも「変わることができる」社会にならなければと強

く思いました。犠牲が”子ども”であれば断じていけません。重く、強く、感

じさせられました。今日はありがとうございました。（大田市） 

 

■とても考えさせられる映画でした。この映画の中で 1 番悪いのは大人です。

子供は全く悪くない。今この時代私たちは子供たちに何一つよいことを残せて

いないです。 

これから子供たちが生きていく中、なんで大人はこんな日本にしたんだと言う



と思います。今から日本を良くしていきましょう。（松江市） 

 

■子供たちの行動の背景には大人が必ずいます。子供たちを見るとき、大人が

子供たちの側に立ち、自分で振り返ることが本当に必要だと思いました。今日

はありがとうございました。（大田市） 

 

■中 3の息子を持つ⺟親です。 

「洋一くん死なないで」と映画の中ずっと祈っていましたが、残念で仕方あり

ません。洋一くんを死に追いやったのはいじめだけではない、生活苦でもない、

心の逃げ道、救いの場（⺟）を失って、素直で優しい洋一くんは死んでしまっ

た。身近にいたなら、救ってあげたいと心から思いました。いい映画をありが

とうございました。（出雲市） 

 

■一言で人権とひとくくりにしてしまうが、沢山の社会的問題から発生したい

じめがうまれる。いろんなことに繋がってマイナスのスパイラルが生まれ、ど

ん底になっていく。弱い立場の子供達を守る事はどんなことをしていったらい

いのか。（出雲市） 

 

■ちょっとNHK教育テレビっぽかったけど、考えさせられる映画でした。（松

江市） 

 



■衝撃的なシーンに胸が痛みます。このような、これに近い現実があるのでし

ょう。子どもの現実に寄り添うことのない社会。変えていくのは私たちだろう

と思います。なんとかせんといけんです。（松江市） 

 

■大変考えさせられた。（松江市） 

 

■このような地道な活動頑張って下さい。（松江市） 

 

■子供という社会の中で弱い存在が、うまく外の世界に SOS を届けられず、

力なくあらがえない現実に苦しむ姿に胸が締め付けられた。 

1 人でも多くの子供に寄り添い、助けてほしいという心の声に気づいてあげた

いとそうおもうけど、わたし 1 人ではできることに限りがあります。でも助け

たい、そう思ったのなら私以外にも先に子供に手を差し伸べる人達に声をかけ、

その一員となり、彼らに寄り添いたいと思いました。 

本当の苦しみを本当に理解する事はできないけれども、苦しみがそこにあると

知ったのなら、少しでも苦しみに寄り添える存在になりたい。本当の苦しみを

理解できないからと寄り添うのを諦めてはいけない。（松江市） 

 

■ずっと観たかった映画をようやく見ることができてよかったです。ありがと

うございました。 

予想していた以上に、社会の闇の部分をあぶり出してくださったと思っていま



す。あえて「教育」を表に出さなかったことも「考えろ！」とつきつけてくだ

さったのだと思います。子供たちの背景にあるものを見つめよう、つながって

いこう、つなげていこうとする「同和教育」「解放教育」の運動を重ねてきた

ものとして、大切なメッセージをいただいたと思っています。ここから次のア

クションを考え、前に進むエネルギーにします。その機会を与えてくださった

ことに感謝しています。（鳥取県） 

 

■気が付いていても逃げる方を選択するか、勇気を出すかですが、世間の中で

手を差し伸べる子供をギゼンシャだという風習がまだまだあるのが残念。自分

がやらなくとも、自分がやらなくてはという自分自身、社会の風潮になると良

いと思います。1 人 1 人が誰かのために、世の中のために、人権尊重の精神を

持ちたいものです。（松江市） 

 

■中学生のやるせない叫びが痛々しかった。救いのない社会の幸せが 1番繊細

な、そして弱い子供たちに向かっているようで辛いものであった。大人には何

ができるのか。 

1 番きついのはこれはフィクションとして作られているが、多くの事例や事実

を元にして取材されているところ。似たような実態が事実として存在している

こと。多くの方を考えさせられました。（松江市） 

 

■地域での子供に関わる役を担っていた際に、今日の内容と同じような、家族



に出会いました。行政、スタッフ、学校とのつながり、支援する声が出来まし

たが、支援せず、このようなことが起こらない社会にするには、どうすれば良

いのでしょう。 

オスプレイを買う値段を福祉に使って欲しい。（松江市） 

 

■やりきれない思いばかりが起こる映画でした。私たちは（私は）自分が接す

る人の一面しか知らない。見ていないのだということを再確認するような思い

もしました。「人の家のこと」「プライバシー」だと一歩踏み込まずにいること

も多いように思います。 

大人同士がまず互いの状態を気遣いあえる一歩踏み込む関係や、社会を築かな

ければ、個々の大人や子供たちは自分を守るために（最後のインタビューのよ

うな）よろいをまとって自分を守るしかなくなるのではないのかと感じました。

（松江市） 

 



（子どもの居場所）   （マンガ図書館） 

 

 

 

 

 

フリーダスってなに？ 

何をしてもいいし、 

何もしなくてもいい。 

ありのままの君でいい。 

同じ思いをした仲間がいるし、 

わかってくれる大人もいる。 

そして気持ちが楽になったら、 

いろんなことをやってみよう。 

 

主に学校に行きづらい（行っていない）子

どもたちが自由にすごせる居場所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時：火曜日～金曜日（午後２時～５時）

に活動しています。（祝日、年末年始、盆休

みを除く） 

活動日の変更や、出かけていることもあり

ますので、電話をしてみてくださいね。フリ

ーダスか、下記の連絡先へお願いします。 

 

■活動内容 

 集まった人たちで相談して決めています。 

例えば 

TV ゲーム、マンガ、カードゲーム 

料理、お菓子作り 

キャンプ、海水浴、クリスマス会、誕生会 

スキー、雪遊び、釣り、鬼ごっこ 

 

フリーダス連絡先 代表 吾郷（あごう）雄二 

（自宅）0852-26-5286 ﾒｰﾙ:ago123@mable.ne.jp 

（携帯）０９０－４６９９－７９１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■場 所 

   〒690-0878  松江市砂子町２０９－３ 

（TEL  ０８５２-２８-２８２７） 

（キャスパル南隣 「とんかつ の 

たていし」の２階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■フリーダスの住所 

   〒690-0878  松江市砂子町２０９－３ 

（TEL  ０８５２-２８-２８２７） 

（キャスパル南隣 「とんかつ の 

たていし」の２階） 

居場所が欲しい、仲間が欲しい、そ

んなあなた。 

過ごし方は自由ですよ。 

学校に行かないことを責められな

い。 

一人ひとりの子どもたちの気持ち

や願いが大切にされ、何よりも子ども

たちがほっと安心できる場所です。 

たくさんのマンガの本、いろんなゲ

ーム機があります。 

Wi-Fi もあります。どうぞのぞいて

見てください。 

親の会もあります 

子どもの不登校に親はとまどい、悩み、子ど

もを追いつめてしまうこともあります。そんな

時、経験した親・家族が集まって話し、「不登

校」「ひきこもり」について考えあいます。 

不登校は子どもの成長のひとつの姿です。 

子どもの世界を広げるために、そして親の世

界を豊かにするために、どうぞお気軽に連絡し

てみてください。 

 

松江不登校を考える会「カタクリの会」 

例会  毎月 第 3 日曜日 午後 2 時～4 時半 

参加費 

300 円（カタクリ通信購読者は無料）。通信

の年間購読料は 3,600 円（隔月発行）。 

会場 

フリーダス 

カタクリの会連絡先 

 吾郷 一二実（あごうひふみ） 

（自宅）0852-26-5286 

e-mail  ago123@freedas.org 

（携帯）０９０－７７７３－７９１７ 





島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業


